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隧蟄‘.製鐵巍 摯““…'
篩 霊臨藁欲匙鹸蝉誠 講堂三口辺摯 幽 幽 製 靴 ･趨き、

9月5日から10月2日までの28日間の日程で開催しました。今定例会では、｢平成24年度桑名市一般会計補

正予算(第2号)｣や｢平成23年度桑名市一般会計並びに各特別会計歳入歳出決算の認定について一など↑5議

案を審議し、いずれも可決しました。このほか、｢幼稚園保育料公私間格差是正を求める請願｣や｢義務教育費国

庫負担制度の存続と更なる充実を求める請願書｣等請願5件と、｢桑名市立伊曽島小学校悠分校･長島中学校悠

分校の県立特別支援学校への移管を求める意見書一等意見書5件を採択し、｢桑名市選挙管理委員会補充員の

選挙について一は4名が当選されました。また、｢桑名市土地開発公社の経営状況に関する書類の提出について一

等、12件の報告がありました。

F 雨‐なさ萃ゞ -ゞ賤導ず｣ザー｢

｣椴会計補軍事賞の重慮内容そぎ
^

, .

◎予防接種事業費(43 ,0 00 ,00 0円)

予防接種法の改正に伴う乳幼児のポリオ新ワクチン接種に必要な経費です。

◎まちづくり関連業務費(59,00 0 ,00 0円)

近畿日本鉄道が実施する近鉄桑名駅バリアフリー化整備事業への補助金です。

◎(仮称)城南地区防災センター建設事業費(4 ,4 85 ,0 0 0円)

(仮称)城南地区防災センター整備のための設計にかかる経費です。

~

Y 平成24年館定例会主意義硬結案なぞ笙
k
き

~ ‐ ~←

(市長提出議案15件･請願5件･意見書5件･報告12件)

区分 番号 件 名 賛成反対 退席 欠席梱

市
長
提
出
議
案

第73号 平成24年度桑名市一般会計補正予算(第2号) 2 5 2 ′ メ

第76号
･-“･【、三『お木霊養蚕iに茅瓢第2号)平成2咋度桑名市地方独立行政法人桑老雌蘂。盜原ヒノノ …÷‐‐ 2 5 2 イー■■

′

第77号 平成23年度桑名市一般会計並びに谷村扇△言i歳入歳出決算の認定について 2 4 4 0 ′

第78号 平成23年度桑名市水道事業会計決算の認定について 2 5 2 ′ ′

第79号 平成23年度桑名市下水道事業会計決算の認定について 2 4 4 0 ′

第80号 桑名市職員倫理条例の制定について 20 8 0 “"---

第8 3号 工事請負契約の締結について(蠣塚益生線道路整備工事(橋梁上部工)) 2 5 2 1 1

第84号 工事請負契約の締結について((仮称)陽だまりの丘複合ニロス咎-̂、~ ↑)上畢j 2 5 2 1 1

第85号 財産の取得について(小型水槽付消防ポンプ自動車2台) 2 5 2 1 1

第86号 市道の認定及び変更について 2 5 2 1 1

請
願

第7号 幼稚園保育料公私間格差是正を求める請願 傭8 9 1 1

第8号 ｢義務教育費国庫負担制度の存続と更なる充実｣を求める請願書 27 1 0 1

議員
第3号 ｢義務教育費国庫負担制度の存続と更なる充実｣を求める意見書 27 傭 0 1

※全会一致で可決された議案等は省略しています。 ※議長は採決に加わりません。

市議会では年4回、定例会を開催します。この回数は、条例で定められています。

平成2 4年9月定例会では、2 8日間にわたり、15議案･5件の請願などを審議･審査し、事業の

執行状況や成果、今後の方針等について、市長等へ説明や報告を求めました。

　
　
■

　　　

議案は常任三滝会･特別委員会へ

提出された議案や請願などは、審議･審査を担当する

常任委員会と特別委員会に付託されます。

ミM
、

洋
一

　　　 　 　　　

鬮
圃 こゞれ÷他すられテキな洋二‘

　　
　 　　

9月25日ひく)

決算特別委員会全体会
4つの決算特別委員会分科会で審査した内容を分科

会長から報告を受け、全体で審査します。

圏
圏 . lI

團

9月18日(火)~ 2 1日(金)･26日(水)

常任委員会･特別委員会を開催

付託された議案や請願などについて市の執行部に質

問するなど、具体的に審議･審査をした後、委員会とし

ての意見をまとめます。
9月議会は、平成2 3年度の決算も議案として提出さ

れていることから各常任委員会が決算特別委員会分

科会としても審査を行います。

9月= 日(火)~ 14日(金) 黛 等

議案質疑･一般質問 ~ "ミ ノ
上程された議案に対して質疑、市政全般について質問

を行います。その質疑や質問に対し、市の執行部は、一

つ一つ答弁します。 圏 霊 園 囮

三國
----

　毬し

-
｢ ■ ●

　 　　 　 　
11

' 10月2日鋏) 開 会
l1 lな
常任委員会での審査結果を各委員長が報告しますo
その後、その報告に対して質疑を行います。
議会として、議案の賛否を決定するため、討論を行っ

た後、採決をします。

0 3 平成24年9月定例会号 voL0 3 vo L0 3 平成24年9月定例会号 0 2



ば冤霧騨翳ら姜簑需煕濃鳧歓癈朧灘讓兇奨総て評価を〕
●決算事業評価結果●

E鬮罷囲｢拡充する｣ E囮國圏｢現状のまま継続する｣

団囮囮 ｢見直しのうえ縮小する｣ E囮直■｢休止･廃E囮直■ ｢休止･廃止｣

E E囮囮 ｢改善･効率化し継続する｣

　　
　 　 　　 　 　 　 　轆 圓

〇行政評価推進事業 E鬮霊園
行政評価は必要であると考える。しかし、評価のための評価に

なってはならず、目的を明確にし、より良い方法を模索してい

く必要がある。

〇職員研修事務 E鬮璽圏
職員研修を通した人材育成は大変重要である。現状のあり方

を検証し改善に努め、職員の自己啓発を支援する仕組みを整

備･強化していく必要がある。

〇国際化ま惟進事業 監鬮國
在住外国人が安心して暮らせるサポート体制を充実し、共生

に向けた取り組みは必要であると考える。事業目標の達成に

は、具体的な実施内容の見直し･改善を図っていく必要があ

る。また、国際交流を活発にしていく事業についても、取り組

むべきと考える。

〇子育て支援拠点施設事業 EI圏囮
子育て中の親子の悩みを解消または和らげ、また、同世代の

ふれあいの機会を提供する観点から、効果は大きいと考え

る。子育て家庭への周知徹底、N P 0やボランティアの活用を

指摘し、サポート体制のさらなる充実をお願いしたい。なお、
関連する子育て支援拠点施設の整備は今後も計画的に進め
られたい。

O 各種健診事業 室囮霊園
早期発見、早期治療による、市民の健康保持と医療費の抑制

双方の観点からも必要であると考える。各種健診及び検診に

ついては、周知方法を工夫し、さらなる受診率の向上に努め、
人間ドックについては、費用対効果の面も考慮し拡充を検討

されたい。

O耐震診断事業 玉囮囮国
東日本大震災や南海トラフ巨大地震の被害想定により、市民

の危機意識は高まっており、まさに今必要な事業であると考

え、拡充と判断する。事業についての周知及びその後の相談

体制の強化に積極的に努められたい。

O コミュニティバス連行事業 E囮蟹露
高齢者及び交通弱者対策として必要と考える。路線の検討

等、もう少し利用者の利便性を考え乗車率を上げる検討が必

要である。

〇勤労青少年ホーム施設管理運営事業 王国距圏
若者たちの出会いの場を提供できるということは、非常に良

いことである。対象年齢の拡大や市内商工団体との協力など

考えて、投資効果が出るよう事業の周知等に努力する必要が

ある。

○学校･園再編推進事業
少子化に速やかに対処するため、留まることなく進める。

○くすのき園運動防災公園整備事業 髓同国
運動公園、防災用地としての機能は重要であることから、現状

のまま継続することとした。

○土地区画整備事業 矼鬮囮

眩鬮国

桑名駅西地区の公共施設整備、駅西口への円滑な交通確保
は重要であることから、現状のまま継続することとした。

○まちづくり関連業務 匡圈国
桑名駅周辺整備の必要性は認めるものの、計画の基本的な

方針、事業間の連携等に見直しが必要なことから、改善･効率

化し継続することとした。

決算特別委員会は、議長及び議会選出の監査委員を除く全議員で構成されたもので、4つの分科会(総務政策、福祉安全、教育経

済、建設水道)を設置の上、各分科会で23年度の事業の詳細な審査を行うものです。各分科会での主な質疑は次のとおりです。

◆財政状況について

Q .市の見解は。
A .法律の規定に基づく健全化判断比率については基準を大きく下回っ

ており、かつ、それらの数値を毎年着実に下げてきており、よい方向

に向かっていると考えている。財政指標の一つである経常収支比率

については、管理する施設の数が変わらない中でも、定員適正化に

基づく人件費の削減などにより、現状を維持している状況である。

◆地域医療対策事業費について

Q .この予算で始めた医療と介護の連携に対する取り組み
の進み具合や方向性は。
A .平成23年度に在宅ケア検討会を立ち上げ、他職種の方にも参集いただき、
顔の見える関係づくりや医療と介護の連携についての検討を行っている。こ

の事業は、桑名市総合医療センターの地域医療連携室が重要な部割こなる

と思っており、しっかりと支援できる体制となるよう働きかけていきたい。

◆農林水産業振興費について

Q .多度の自然休養村管理センターのあり方に対する市の考え方は。
A .今現在、使用中の観光協会等、外部の第3者の方がみえるた

め、市だけでお答えすることはできないが、事業の効果を検

証し評価しながら基本から事業を見直していきたい。

◆道路施設維持補修費について
･･･‘‐･･..･..･.,...･･.･..･‐‐･･･‐‐･･‘‐･･■'･･.･･.･･.･･.･,.･･.･･.･･.･･.･･.･･,.･･.･･.･･･.･･.･･.･･.･‘-‐‐‐‐･‘‐･･･■‐･･.･･.･･.■‐･･･.･･.･･･.･･.--.･･.･･･.････.･･.‘‐‐‐･..･..･･.･

Q 要望に対してどの程度補修ができたが。 A .道路施設維持工事件数は川 鍋で、地元要望よ多く、全ては実施できないのが実情である。

◆農業集落排水事業特別会計について

Q .一般会計繰入金が1億円を超えている。また、使用料収入で

維持費がまかなえていないが今後の経営の見通しは。
A .上下水道事業経営計画を策定して経営改善を進める中、料
金の見直しも取り上げている。料金は下水道の料金と連動し

ているので、その点で見直しが図られる。

◆耐震補強事業費について

Q .本庁舎について、前後左右の揺利こ耐えられるよう想定されていると
思うが、上下の揺れについてはどのように考慮しているのか。
A .予測されている東海.東南海南海地震の地震波と、過去に

起こった地震の地震波を入力して耐震性能を確認しており、
耐震の免震評定についての国土交通省の評価も受けるの

で、その点はクリアしているものと考えている。

◆介護保険事業特別会計について

Q .平成23年度が3年に1度の保険料見直しの年であり、
その総括は。
A .平成23年度末で3億8,28↑万↑,0 0 0円の基金を積み立てる

ことができ、この基金を平成24年度から26年度までの3年

間の介護事業計画に算入することで、保険料の上昇を抑え

ることができたと考えている。

◆学校･園再編推進事業費について

Q .学校.園再編推進事業費の内容は。
A .就学前施設再編検討委員会委員への報償費、委員会資料作
成に要する緊急雇用職員の賃金及び平成23年度4月に開校

した多度青葉小学校の校旗･校章の作成費用となっている。

◆下水道事業会計について

Q .特別会計から企業会計に変わったことのメリットは。

A .上下水道を統合した結果収支面では当初予算で多額の赤字
が想定されていたが、決算ではかなり縮小された。これは、事

業を絞ったことと、管理部門の一元化なども含めて、スケール

メリットが出た結果と思っている。また、災害時に、上下水道部

一体として対応ができた。

05 平成24年9月定例会号 voL0 3 vo l.0 3 平成24年9月定例会号 04
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■審査案件 委員会開催日 :9月1 8日 ･2 0 日 〔審査件轍 :4件〕
議案第73号 平成24年度桑名市一般会計補正予算(第2号) 第1条 歳入歳出予算中

所管部門 第2条 及び第3条

桑名市職員倫理条例の制定について

桑名市火災予防条例の一部改正について

財産の取得について(小型水槽付消防ポンプ自動車2台)

号
号

号

80

8 2

8 5

第
第
第

素
案
案

議
議
議

〔g

施
行
日
(1 2
月
1
日
)
ま
で
に
全
職
員
に
十
分
に
周
知
徹
底

で
き
る
の
か
。

職
員
研
修
や
事
例
集
の
作
成
を
行
い
、周
知
徹
底
し
て
い
き

た
い
。

○
ミ
第
8
条
に
は
、禁
止
行
為
が
明
記
さ
れ
る
と
と
も
に
、行
う
こ

と
が
で
き
る
行
為
も
明
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
は
禁
止
行

為
の
み
を
明
記
す
べ
き
で
、必
要
が
あ
れ
ば
施
行
規
則
に
明

記
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

ゞ

第
8
条
第
2
項
は
、公
務
を
執
行
す
る
上
で
、情
報
･意
見
交

換
な
ど
も
必
要
に
な
る
場
合
が
あ
る
た
め
設
け
て
お
り
、第

T
項
の
禁
止
行
為
と
一体
的
な
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、条
例

の
中
に
規
定
し
て
い
る
。
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■審査案件 蚕員会開催日 :9月 18日 〔審査件数 :4件〕
議案第73号 平成24年度桑名市- 般会計補正予算(第2号) 第1条 歳入歳出予算中

所管部門(特別委員会所管部門を除く)

議案第74号 平成24年度桑名市介護保険事業特別会計補正予算(第倖号)

議案第75号 平成24年度桑名市後期高齢者医療事業特別会計補正予算(第1号)

議案第8 1号 桑名市防災会議条例及び桑名市災害対策本部条例の一部改正について

Û
ミ
第
“
条
に
は
、違
反
行
為
が
あ
っ
た
場
合
の
措
置
に
つ
い
て
明

記
さ
れ
て
い
る
が
、市
と
し
て
さ
ら
に
重
く
す
る
考
え
方
は

な
か
っ
た
の
か
。

o

職
員
に
対
す
る
罰
則
に
つ
い
て
は
、地
方
公
務
員
法
第
29
条

第
1
項
の
規
定
に
基
づ
く
懲
戒
処
分
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

Û、
急
速
充
電
設
備
の
管
理
は
誰
が
行
う
の
か
。ま
た
、そ
の
設
置

状
況
は
。

設
置
者
が
管
理
す
る
こ
と
に
な
る
。現
在
、自
動
車
販
売
会
社

と
一･事
業
所
に
設
置
さ
れ
て
い
る
。

が
鱗
聡
-
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防
犯
灯
設
置
補
助
金
に
つ
い
て

〔g
節
電
効
果
の
高
い
L
E
D
防
犯
灯
50
灯
分
の
増
額
補
正
と

の
説
明
に
対
し
て
、
全
て
の
防
犯
灯
を
L
E
D
に
切
り
替
え

て
も
ら
う
方
向
性
な
の
か
。

基
本
的
に
は
自
治
会
の
判
断
で
あ
る
が
、窓
口
対
応
等
で
は

L
E
D
の
説
明
は
十
分
し
て
お
り
、そ
の
中
で
推
進
し
て
い
く

考
え
で
あ
る
。

ゞ
自
主
防
災
組
織
育
成
事
業
費
に
つ
い
て

0
･
補
助
金
の
最
終
年
度
で
あ
り
、市
民
の
要
望
を
受
け
て
の
補

正
予
算
な
の
か
、
ま
た
、今
後
は
ど
う
し
て
い
く
の
か
。

ゴ
マ
｣の
事
業
は
、事
業
期
間
を
3
年
と
し
、自
治
会
の
半
数
で
の

組
織
設
置
を
目
標
に
進
め
、よ
う
や
く
浸
透
し
て
き
た
と
感

じ
て
い
る
。今
後
は
、補
助
内
容
の
見
直
し
が
必
要
で
あ
る

が
、市
民
の
要
望
も
強
い
こ
と
も
あ
り
、継
続
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

○
、
こ
の
予
算
で
、防
災
型
お
薬
手
帳
を
作
成
す
る
と
の
こ
と
だ

が
、い
つ
頃
実
施
さ
れ
る
の
か
。

･
予
算
成
立
次
第
、薬
剤
師
会
、医
師
会
と
の
協
議
に
努
め
、2

月
頃
に
は
作
成
し
て
配
付
し
た
い
。

　
　
　ぬ

　　
　
　　　
　
　
　

一般
管
理
事
務
費
に
つ
い
て

農
林
水
産
業
費
に
つ
い
て

○
ミ
基
盤
整
備
促
進
事
業
費
増
の
内
訳
は
何
か
。

野
代
地
区
基
盤
整
理
事
業
に
↑
,2
9
0
万
円
。ま
た
、

最
終
年
度
に
あ
た
る
七
和
地
区
及
び
城
南
地
区
の
補

助
事
業
の
事
業
調
整
経
費
と
し
て
T
O
O
万
円
。残
り

は
補
助
事
業
の
事
務
費
と
な
っ
て
い
る
。

艘椴蕪壽鞆
＼“溝跳群
瀦
が
備轟
贓
榊難
解
浄
桴
滌
繊一

九鼾熱
翼
“
栩鑓

…泰
デハ

'

は}
尹中

第
第
願
願
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私
立
幼
稚
園
に
子
ど
も
を
通
わ
せ
る
保
護
者

の
負
担
軽
減
の
た
め
に
、ま
た
、そ
の
格
差
是

正
の
最
初
の
一歩
と
し
て
、市
に
対
し
、私
立
幼

稚
園
の
た
め
の
保
育
料
の
補
助
金
の
創
設
を

促
さ
れ
た
“蟻
〉

･
各
園
に
は
特
徴
が
あ
り
、公
私
間
で
の
格
差
が
あ
る

の
は
当
然
で
あ
り
、市
内
の
私
立
幼
稚
園
が
揃
っ
て

の
請
願
で
あ
り
、自
由
競
争
か
ら
言
っ
て
も
独
自
性

が
無
く
な
り
、保
護
者
の
選
択
枝
が
狭
め
ら
れ
る
と

考
え
る
。

･
補
助
の
金
額
に
も
よ
る
が
、私
立
に
補
助
を
行
う
こ

と
で
公
立
が
減
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。

･
私
立
と
公
立
に
違
い
が
あ
っ
て
当
た
り
前
と
考

え
る
。

･
公
私
間
の
格
差
を
無
く
す
こ
と
に
よ
っ
て
、保
護
者

の
選
択
枝
が
広
が
る
と
考
え
る
。

･
就
学
前
施
設
の
再
編
に
関
す
る
答
申
で
も
、公
私
の

保
護
者
負
担
の
格
差
是
正
に
触
れ
ら
れ
て
い
る
。

な
ど
の
意
見
が
あ
り
、採
決
の
結
果
、不
採
択
と
し
た
。

そ
の
他
の
請
願
8
号
か
ら
門
号
の
請
願
に
つ
い
て
は
、

採
決
の
結
果
、い
ず
れ
も
採
択
と
し
た
。
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な

住
宅
リ
フ
オ
ー
ム
促
進
事
業
費
増
に
つ
い
て

○
、
こ
れ
で
、希
望
者
は
全
員
補
助
を
受
け
ら
れ
る
の
か
。ま
た
そ

の
経
済
効
果
は
。

年
回
目
先
着
1
0
0
名
で
、事
前
相
談
者
か
ら
55
名
漏
れ
て

い
る
o2
回
目
も
先
着
↑
0
0
名
で
、事
前
相
談
者
か
ら
"
名

漏
れ
て
い
る
。今
回
の
補
正
5
0
0
万
円
と
こ
れ
ま
で
2
回
の

残
額
を
合
わ
せ
て
、で
き
る
限
り
多
く
補
助
し
た
い
。経
済
効

果
は
1 6
倍
ほ
ど
あ
つ
た
と
推
測
し
て
い
る
。

桑
名
駅
周
辺
整
備
事
業
費
に
つ
い
て

○
、
ま
ち
づ
く
り
関
連
業
務
費
増
の
事
業
費
内
容
と
補
助
率
は
。

/

今
回
の
設
計
に
は
、現
駅
舎
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
設
置
し
、耐

震
補
強
す
る
調
査
が
含
ま
れ
、バ
リ
ア
フ
リ
ー
法
の
補
助
率

を
基
準
と
し
、近
畿
日
本
鉄
道
僅
/
3
、市
2
/
3
0

市
道
の
認
定
及
び
変
更
に
つ
い
て

○
、
道
路
が
公
園
の
一部
に
な
る
が
、住
人
が
立
ち
退
く
ま
で
は
、

道
路
廃
止
に
は
し
な
い
と
聞
く
が
、ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
。

、
国
営
公
園
は
今
年
工
事
に
入
り
、2
,3
年
後
完
成
と
聞
い
て

い
る
。工
事
に
入
る
ま
で
は
認
定
外
道
路
と
し
て
管
理
す
る
。

国
は
立
ち
退
き
ま
で
は
生
活
に
支
障
の
な
い
よ
う
に
す
る
と

の
こ
と
と
、
公
園
と
な
っ
て
も
、
人
は
通
行
で
き
、
緊
急
時
は

車
両
も
通
行
で
き
る
と
聞
い
て
い
る
。
ま
た
、
バ
ス
が
回
れ
る

旋
回
場
も
あ
る
。
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■審査案件 委員会開催 日 9月1 9日、 2 1日 〔審査件数 :7件〕
議案第73号 平成24年度桑名市一般会計補正予算 (第2 請願

号) 第1条 歳入歳出予算中所管部門

議案第84号 工事請負契約の締結について

((仮称)陽だまりの丘複合施設建設(建築)工事)

幼稚園保育料公私間格差是正を求める請願

｢義務教育費国庫負担制度の存続と更なる

充実｣を求める請願書

請願第 9号 ｢『教職員定数改善計画』の着実な実施と教

育予算拡充｣を求める請願書

請願第10号 ｢保護者負担の軽減と就学･修学支援に関わ

る制度の拡充｣を求める請願書

請願第門号 ｢防災対策の見直しをはじめとした総合的な

学校安全対策の充実｣を求める請願書

■審査案件 委員会開催日 :9月19日 〔審査件数 :3件〕
議案第73号 平成24年度桑名市一般会計補正予算(第2号)第1条

歳入歳出予算中所管部門

議案第83号 工事請負契約の締結について(蠣嫁益生線道路整備工事(橋梁上部工))

議案第86号 ,市道の認定及び変更について

安
議
、
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糧
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･ソ
ノメ

て

議癒≦賞舞%隷越翹簾廟
も
ち
、

“･べき一なに き 対震滋講義滋"鰤離箋
札妨害事件調査報告書について
調査の結果、｢個人の倫理観に頼りすぎ、組織的対応
が出来ていなかった組織にも問題があった｣このこ
とに対し、新たに組織の長として責任が発生したの
では?市長に所見を聞く。
責任は減給をもってとった。事件の経緯、背景、要因
等を分析し、再発防止の為に今後の改善策を提案い
ただいた。その改善策を管理職が中心となりしっかり
もJ組むことで責任を果たす。

◆スポーツ振興について
玉 ±、スノ･一ツ施設の予約は旧桑名、長島、多度で
現地に行かないと予約が出来ない。スポーツ施設予
約システムを統合する考えはあるのか。
ピスの向上を最優先に考え、見直しを検討

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　 　　　　

◆児童虐待ゼロを目指しての施策を!
質問 桑名市では現在、｢憩いの広場･キラキラ･子育て
キツズ｣等多くの事業が実施されている。しかし、パ
チンコ店駐車場で｢乳児虐待死｣事件が発生してし
まった。更なる、事業の展開を!

答弁 ｢児童虐待防止講演会｣の開催や、11月の児童虐待防
止月間に向け｢オレンジリボン運動｣を推進する。こ
のほか今後、｢子供虐待対応ハンドブック｣を作成し、
児童虐待ゼロ社会を目指していく。

◆伝統産業"鋳物産業の位置づけを!
質問 桑名の伝統産業でもある｢鋳物産業比よ、本来、雇用
創出産業･環境･先端産業である。

答弁 昨年度、K わな鋳物新商品開発事業｣を立ち上る大試
作品として｢ごはん釜｣が出来上がり、商品化に向け
て改良に取り掛かっている。

◆平成23年度歳入歳出決算の認定について
質疑 経済誌にも住みよさランキング2 6位と高評価だ
が、主な財政分析指標とその所見を。

罐弁 ①財政力指数0 .8 9 7②経常収支比率94 .2 % ③将来
負担比率73 0 .5 % ④実質公債費比率門 ,7% ⑤ラス
パイレス指数99 .9⑥人口一人当たりの人件費物件
費等決算額1 1万9千円⑦人口千人当たり職員数
7 .6 1人であり、本市の財政状況は一層の健全化に向
け、引き続き改善が進んでいると考えている。今後も
財政の現況を把握し健全運営の推進に努めていく。

◆桑名市職員倫理条例の制定について
質疑 既存の規程を条例化する理由は。
繃鉾 常に公正な職務の執行に当たることを責務とし、職
員倫理を保持し、市民の疑惑や不信を招くことの無
いよう実効性を高めるため条例化する。

◆｢教育委員会制度｣について
質問 教育委員会制度は形骸化しているとの声を聞く。そ
の件に対する教育委員会委員長の所見を問う。

餐弁 様々な課題が指摘されているが、住民目線で教育行
政の方針を決定するという理念を十分踏まえ、今後
も重責を自覚し、職務を遂行していく。

◆中央防災会議が公表した想定について
質問 今回の被害想定は考え得る最悪のケースとして公
表されたものであるが、東日本大震災が想定を大き
く超えたことを考えると、今から最大の被害を想定
する必要がある。市の滅災に対する所見を問う。

密葬を 震度が6弱から6強へ変更され、建物の崩壊、地震に
よる火災も想定される。堤防、避難場所等ハード面と
防災計画見直し等のソフト面両面の整備と共に市民
への｢自助｣の重要性を啓発していきたい。

■審査案件 委員会開催 印 9月2 6日〔審査件数 :2 件〕
議案第73号 平成24年度桑名市一般会計補正予算(第2号)

第1条歳入歳出予算中所管部門

議案第76号 平成24年度桑名市地方独立行政法人桑名市総合医療センター

施設整備等貸付事業特別会計補正予算(第2号)

　　　　　
　 　 　

団坦圃醒圃圃輯薑田川国田
国田田阻麗謂輯田圃田閉田
圃国田醒毘 ′ 薹圏園田田
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○
、
病
院
整
備
計
画
の
総
事
業
費
が
1
0
6
億
円
と
さ
れ
て
い

る
中
、今
回
計
上
さ
れ
て
い
る
地
質
調
査
費
用
と
医
療
機

器
購
入
費
用
の
そ
れ
ぞ
れ
の
予
算
は
こ
の
計
画
に
含
ま
れ

る
の
か
。

増

今
回
の
地
質
調
査
費
用
は
計
画
に
含
ま
れ
、医
療
機
器
購
入

費
用
は
計
画
に
含
ま
れ
て
い
な
い
。

増
量
■
-■
■

　　
　
　
　
　
　
　　
　
　
　

特
別
会
計
縁
出
金
に
つ
い
て

Û
･
こ
の
予
算
の
意
図
す
る
と
こ
ろ
と
地
質
調
査
に
お
け
る

ボ
ー
リ
ン
グ
の
深
さ
は
ど
れ
く
ら
い
か
。

今
回
の
予
算
は
、
一号
館
用
地
の
四
隅
と
放
射
線
治
療
装
置

を
設
置
す
る
予
定
の
場
所
周
辺
の
計
5
箇
所
を
ボ
ー
リ
ン
グ

調
査
す
る
た
め
の
費
用
で
あ
る
。総
費
用
は
8
5
8
万
9
,0

0
0
円
で
、そ
の
う
ち
6
4
2
万
9
,0
0
0
円
を
一般
会
計
か

ら
の
繰
出
金
、残
り
の
2
乍
6
万
円
は
地
域
医
療
再
生
臨
時

特
例
交
付
金
と
し
て
、地
方
独
立
行
政
法
人
桑
名
市
総
合
医

療
セ
ン
タ
ー
施
設
整
備
等
貸
付
事
業
特
別
会
計
に
計
上
し
て

い
る
。地
質
調
査
で
は
、4 0
メ
ー
ト
ル
を
想
定
し
て
ボ
ー
リ
ン

グ い 療
を る セ
行 端 ン
う 鵲 夕
予 晶 【
定 裝 施
で 晏 設
あ 淺 整
る し雫 備

門月5日、市議会独自のホームページを立ち上げました。

これまで市議会ホームページは、桑名市のホームページの中に入っておりましたが、
◆ より見やすく、より読みやすく、より検索しやすくするため、独立いたしました。
-
今後も積極的な情報発信に努めますので、ぜひご利用ください。

, 園名市議会 踵 副
詞拗 http “gikai.d w k u w ana ･Lg ip

10月26日箇午後7時から、市民会館など市内四ヶ所で議会報告会を開催しま 詑'-′“ -# ~ ･　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
した。この報告会は、昨年12月に施行された議会基本条例に基づき実施したもの ･

“翳れ慶鰐茅鱒剛臍教養鱗鱗藤薊轤訂翳謂馴騨翻
　　 　

で、今年4月に続いて二回目の開催です。合計94人の市民の皆様にご来場いただ 　
き、議会の活動状況や6月･9月定例会における審議状況を報告しました。
市民の皆様からは、桑名市総合医療センターや議員定数など、多くのご質問、ご

意見、ご要望をいただきました。
皆様からいただいた貴重なご意見、ご要望は、今後の議会活動の参考にさせて

いただきま度。ご出席いただきました皆様、本当にありがとうございました。
議会報告会の結果内容や参加者の主な意見はホームページに掲載しま亥。
次回は、4月に行う予定です。

三川 霊 rす E 砦だ蓋 訥も握り と 繋

◆桑名市職員倫理築例の制定について
質疑 禁止行為のなかにどうしてこんなに行うことができ
る行為があるのか。また禁止行為の例外事項が何故
あるのか。条例 ?6 6行中やってもいい事が2 7行、贈
与等の報告が13行、審査会の設置関係が36行と全
部で76行(4 5 8 % )大半の文言が不要となる。

答弁 職務として必要な行為や私的な行為まで制限するも
のでないため例外となる行為も規定している。

質疑 この条例で目的が達成できると思うのか。
答弁 条例を作ったから、それで職員の意識が高まるとは
思っていない。全職員が正しく理解し、正しく運用さ

◆桑名市職員倫理築例の制定について
質疑 禁止行為のなかにどうしてこんなに行うことができ
る行為があるのか。また禁止行為の例外事項が何故
あるのか。条例 ?6 6行中やってもいい事が2 7行、贈
与等の報告が13行、審査会の設置関係が36行と全
部で76行(4 5 8 % )大半の文言が不要となる。

答弁 職務として必要な行為や私的な行為まで制限するも
のでないため例外となる行為も規定している。

質疑 この条例で目的が達成できると思うのか。
答弁 条例を作ったから、それで職員の意識が高まるとは
思っていない。全職員が正しく理解し、正しく運用さ
れなければならない。そのために研修等を実施して
周知徹底する。

　 　 　　 　 　 　 　
　　

◆防災対策について

質問 避難場所として伊曽島･北部地域の防災センターの
建設について市の考えは。

答弁 現在、長島地区における防災拠点整備基本構想の策
定を進めている。長島地区のどの地域に防災拠点を
整備していくか検討し、安心して暮らせる地域づくり
を目指して取り組んでいく。

◆伊勢大橋架け替え工事の進捗について
質問 伊勢大橋の架け替え工事の進捗状況は。
答弁 現在、漁業組合等の協力を得て調査などが実施され
ており、地元調整が整い次第、来年度から工事着工さ
れると聞いている。引き続き、地域住民の利便性の向
上と防災面からの安全･安心を確保するため、国の道
路部局や河川音 □に ･ 胡 、

答弁 現在、長島地区における防災拠点整備基本構想の策
定を進めている。長島地区のどの地域に防災拠点を
整備していくか検討し、安心して暮らせる地域づくり
を目指して取り組んでいく。

◆伊勢大橋架け替え工事の進捗について
質問 伊勢大橋の架け替え工事の進捗状況は。
答弁 現在、漁業組合等の協力を得て調査などが実施され
ており、地元調整が整い次第、来年度から工事着工さ
れると聞いている。引き続き、地域住民の利便性の向
上と防災面からの安全･安心を確保するため、国の道
路部局や河川部局に対して、強く要望していく。
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農事 ,. がロー /“ぎ★講ぜ聾託とヰ軽協議も幅樅、軋も

襲臨海鮮烈富麗袋節電漣護熟議謙三…一羽
◆南海トラフ地震の被害想定について

質問 市民の命と財産を守るためには。

管≠が 地域と共に滅災対策に取り組み、犠牲者がゼロにな
るよう、周知･啓発をし、防災対策の強化と、地域に根
差した取り組みに努めていく。

◆認知症対策について

萬間 高齢化で増え続ける認知症への取組について。

轡弁 認知症の方が、できる限り住み慣れた自宅で暮らし
続け、その家族が安心できる状態に応じた適切な
サービスの提供に努めていく。適切なケアマネージメ
ントを行う｢地域ケア会議｣の開催で、地域で認知症

の人に対する包括的な医療･介護サービスの提供を
行う。また、現在認知症相談をお願いしている、医療
機関との連携を密にして情報収集を行い、認知症に
早期対応できる支援体制を整えていく。

　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　

◆淑急･救助体制の充実に向けて
~ドクターカーの導入について~

質問 救急･救助体制の現状と課題について、桑名市消防
本部管内の救命率と社会復帰率が、全国平均を下
回っている現状を踏まえ、救命率などの向上に向け
た取り組みを問う。

答弁 救急救命士の養成に努めるとともに、救急隊員の教

育研修の充実を図っていく。

質問 ドクターカー(医師が直接救急車に乗り傷病者がい
る現場まで出向くシステム)の導入は?

答弁 医療のワークステーション(病院内に消防の救急隊

員を配置して、医師と共に現場へ向かうための施設)

について、医師の確保等の問題もあるが、桑名市とし

ても目指しており、前向きに検討したい。

◆市政全般について

質問 合併後2期8年の水谷市政の総括を問う!
~ 長島.多度両町に光は届いているのか? !~

富鉾 1期目は長島地区防災コミュニティセンターき肖防多

度分署整備等、新市の一体感の醸成と地域格差の是
正に2期目は長島町下水道、多度大社周辺地区整備

等、新市の成熟度を高める諸課題に取り組んだ。今後
も一層輝くまちづくりに精一杯取り組む。

質問 伊勢大橋の架け替えと、今後の大規模防災訓練に
ついて問う。

書籍 伊勢大橋は耐震性能を確保し、下流側に下流橋、現
況の位置に上流橋を施工する。長島地区の災害時避
難経路とし、緊急時には一時的に避難することも可
能。大規模訓練は市民ニーズを把握し、地域の新たな

課題に取り組んだ上で実施を検討していく。

◆環境問題･産業廃棄物不満投棄対策について

質問 五反田･源十郎新田事案の進捗と今後の対処

笹野 五反田事案は平成7 .8 年ごろジクロロメタンなどの

有害物質が検出。14年度に汚染拡散防止の為の遠

水壁を設置し15年から19年まで速水壁内外の地下

水洗浄が行われている。2 1年度に1,4ジオキサンが

高濃度で検出。県が技術専門委員会を立ち上げ検

討。掘削撤去し揚水浄化を行なう計画を策定した。源

十郎新田事案は、平成19年度員弁川と藤川の合流付

近の旧産廃処分場近傍の河川敷で油の流出が確認

され、22年高濃度のPC Bが検出された。将来河川、
周囲地下水にPC Bの流出の恐れがあるため廃棄物

を除去してPC Bの回収等をしていく計画。員弁川は

上水道の重要水源であることから特別措置法延長に

伴い、全量撤去を県に引き続き要望する。

ノ'/′′′

◆子ども総合相談センターの職員増員

質問 子ども総合相談センターが平成2 1年度に開設して
から、発達障害の相談件数が毎年5割増しで増えて
いる。発達障害の早期発見、早期支援になるよう臨
床心理士を増員するのか。

答弁 現体制を検証し、必要に応じ増員を要望する。
◆固定資産税の課税誤りの返還について
質問 固定資産税の課税誤りについて国家賠償法により
20年分返還することを認めた最高裁の判例がある
が、桑名市でも固定資産税に課税誤りがあった場合
は同様に返還できるようルール化するのか。

轡舞 領収書等があれば内規で20年分返還できる。
再質問 固定資産税に限れば継続して住んでいることが滞
納していない証明になるのではないが。

滝畿↑ 他市の状況、法制面を考慮し検討する。

◆喫煙場所とルールについて

質問 市の玄関口である桑名駅周辺には、タバコのポイ
捨てが目立ち、喫煙場所が指定されていないことも
原因の一つと考える。対策が必要と考えるが。

答弁 煙草の煙の影響を考えると、灰皿等の喫煙場所確保
の状況は困難と考えているが、再度、現地の状況を確
認し考えていきたい。

◆公園管理と環境･衛生施策について

質問 市内には運動公園ほか2 0 7箇所の公園があるが、
ペットの排泄物が見られ環境衛生的にも問題があ
る。公園内のペット規制条例が必要では。

警鶏 公園内に注意喚起の看板を設置し啓発を推進するほ
か、条例による規制については、状況を勘案し、誰も
が気持ちよく安心して利用できる公園であるように
取り組んでいきたい。

費弁論 患者さんの闘病生活を支え、地域に根ざした医療を提供す
るためにボランテイアの方に期待される役割は小さいもの
ではない。医療に関するボランティアについて研究するとと

もに、桑名市総合医療センターに対し、ボランティアの積極
的な参加が可能となるよう規程の見直しや施設の整備を進
めるという中期計画を確実に実施していくよう求めていく。

◆桑名市総合計画後期基本計画の進捗状況について
質問 平成2 8年度までの取り組みについて。 ･

臀弁 ｢地域医療対策｣、｢防災･減災｣、｢子育て支援｣を重点
施策として、新病院の建設や避難施設情報伝達手段
の整備、陽だまりの丘複合施設や学童保育所の整備
等を進めていく。

◆医療ボランティアについて
質問 医療ボランチイアを根付かせるためには。

　 　 　 　

　

　　 　

◆(セシウムだけでない)汚染ガレキ受入拒否宣言を

　　 　 　 　　　 　 　
◆(セシウムだけでない)汚染ガレキ受入拒否宣言を

T

質問 汚染物質等に対する当市の見識と考えを。

答弁 持込は難しい要素が多いだろうと考えているo l
再質問 ストロンチウム.アスベスト.ヒ素等の問題も県に提言を。

f

再答弁 いずれにしても市民の健康第一に考えている。
◆『低入札価格調査制度』の改正

に雲";△しない』との垂れ幕がン
- 覊

◆(セシウムだけでない)汚染ガレキ受入拒否宣言を

質問 汚染物質等に対する当市の見識と考えを。

答弁 持込は難しい要素が多いだろうと考えている。

離間 ストロンチウム･アスベスト･ヒ素等の問題も県に提言を。

再答弁 いずれにしても市民の健康第一に考えている。
◆『低入札価格調査制度』の改正

　　　　　　の拡大を。

　　　　　　 　 　
　　　　

賞問 損保算出の上記リスク対熱讃 戸…乱鮮
答弁 いつでも対応可な対策が重要。

桃与り蠅碎讓

　 　　 　
　　　　　

◆7月10日に行われた｢知事と市長との1対1対談｣について

質問 市の課題等は、知事に十分に伝わったのか。

答弁 広域防災拠点施設の検討･スマートエネルギー構想･

桑部播磨線の早期完成等を要望した。知事から各要

望に関し直接回答を得て、できる限りの協力を確認し

た。各所管からも県部局へ出向き詳細な説明をした。

◆就学前施設再編検討委員会答申から

◆7月10日に行われた｢知事と市長との1対1対談｣について

質問 市の課題等は、知事に十分に伝わったのか。

答弁 広域防災拠点施設の検討･スマートエネルギー構想･

桑部播磨線の早期完成等を要望した。知事から各要

望に関し直接回答を得て、できる限りの協力を確認し

た。各所管からも県部局へ出向き詳細な説明をした。

◆就学前施設再編検討委員会答申から

質問 公立幼稚園の再編について市民への説明はどのよ
うに考えているのか。また、幼稚園再編に特化する
ことなく子育て支援全般の中で検討していくのか。

答弁 答申を受けパブリックコメントを実施する等して平

成2 5年3月を目途に実施計画を策定し、その後、市

民への説明が必要と考えている。保護者の声も十分

受け止めながら進めていく。

-■ - 我 監 誌 電一団

◆いじめ問題について

質問 大津の事件の認識といじめについての見解、当市の
いじめ実態とその取り組みについて問う。

答弁 大変痛ましい事件で、どこでもどの子にも起こりうる
問題。いじめはいじめた側が10 0 % 悪い。いじめには

悪ロイ中間外れ･無視･暴力などがあり、学校の対応で
解決したものと、まだ経過を見守っているものがあ
る。加害児童生徒の自覚指導や謝罪と共に、学級全体
で指導を行っていく。また学校として｢いじめは許さ
ない｣意識づくりを進めていく。

質問 いじめで苦しむ子どもたちのための具体的な対策
について問う。

答弁 今後、学校だけでなく福祉や民生児童委員、青少年育答弁 今後、学校だけでなく福祉や民生児童委員、青少年育
成会議等、地域の方々と協力していじめに関する検
討委員会を立ち上るボ対応協議していく。

　　 　　 　

◆安全･安心なまちづくりについて
質問 桑名市を流れる河川の環境整備について。
答弁 大山田川についても、三重県に対し

は諦離 ←姥翠“陽聽

　　　　　　　　　　　　
▲大山田川

◆快適な都市整備の充実について
質問 養老鉄道の播磨駅周辺の駐輪スペースの環境整備
について。

答弁 養老鉄道の播磨駅の場合、現

◆快適な都市整備の充実について
質問 養老鉄道の播磨駅周辺の駐輪スペースの環境整備
について。

答弁 養老鉄道の播磨駅の場合、現

　　　　　　　　　　
えていきたい。

▲播磨駅周辺の環境

　　
　　　　

◆名古屋圏に埋没しない、栄える桑名、離れる桑名に

質問 歴史的に見ても地理的優位性を背景に栄えてきた
桑名が、現在、日本中の交通網の発達によって、ナガ
シマリゾート以外は、単に通過されるだけの街に成
り下がっている。
桑名の地理的優位性を活かし、求心力を高めるた
め、ヒト.モノ.カネが集まる拠点として、高速イン

ターチェンジ付近を開発し、集客施設を誘致しては
どうか?

答弁 桑名市は観光客の入込客数からしても、単なる通過
点ではないと認識している。インタ - チェンジ周辺

は、都市計画マスタープランにおいて生産物流地域
と位置づけているが、県の開発許可制度による制限

◆名古屋圏に埋没しない、栄える桑名、離れる桑名に

質問 歴史的に見ても地理的優位性を背景に栄えてきた
桑名が、現在、日本中の交通網の発達によって、ナガ
シマリゾート以外は、単に通過されるだけの街に成
り下がっている。
桑名の地理的優位性を活かし、求心力を高めるた
め、ヒト.モノ.カネが集まる拠点として、高速イン

ターチェンジ付近を開発し、集客施設を誘致しては
どうか?

答弁 桑名市は観光客の入込客数からしても、単なる通過
点ではないと認識している。インタ - チェンジ周辺

は、都市計画マスタープランにおいて生産物流地域
と位置づけているが、県の開発許可制度による制限
の存在や、地権者の理解も必要なので、慎重に検討し
なければならない課題であると考えている。
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◇子育て支援施設について

子育て支援施設を整備するに当たっては、土と

水と緑を意識した、自然を感じられる施設となる

よう配慮され、その運営に関

しては}磁変電擬イフ 講麺酵鞘
できる鰯多様醗 も紺まき
　　　　　 　　　　
　 　　　　　　　

　　　　
策を展開されたい。

◇防災力向上について

桑名市に合った避難所運営手法の検討･整備を

行なうとともに、避難所運営においては、運営組

織、特にリーダーの役割が重要であるので、リー

　　　　　　　　
　　　　　　　　　

鬮

10月19日、政策提言を行いました。

これは、閉会中の委員会活動の一環として所管事務調査を

施し、その調査結果をまとめ、政策推進並びに事務事業執値

参考とされるよう市長に提言するもので、今回で6回目にな

ます。調査研究報告書の全文はホームページをご覧ください。

◇公共施設マネジメントについて

本市の公共施設を取り巻く実態をとりまとめた公共

施設白書を作成し、公表されるとともに、保有する公

共施設を一体的に管理できる組織体制を整備され

たい。また、市民の意見等を取り入れながら、統廃合

や機能転換なども含めた公

繊麗隷麗実現に取り組まれ

たい。

今後の事業予算の見通しや積算根拠等を明記した

当初予算参考資料の作成など、予算関係資料の更

なる充実を図られるとともに、市民との協働による

まちづくりを更に進めるため、先進事例を調査研究

がりやすい予算概要説明資料

の作成や、ホームページ上に

し個別の冊子化を含め、よりわ

嚢
選

公表している予算･予算編成

過程等を含めた財政情報内容

の更なる充実に努められたい。

◆脱原発"市民ファンドによる太陽光発電の普及について

質問 私の試算では太陽光のみで市内で必要とされる電
力の大半を賄うことが可能。市民ファンドを用いれ
ば財源の心配もない。

轡弁 1 5 % ほどの電力は賄えると市でも想定をしている。
屋根貸しや農地での利用も検討をしていく。市民ファ
ンドは市としては側面支援を行っていきたいと考え
ている。

◆中学生卒業までの医療費の窓口全面無料化について

質問 子育て支援の意味からも中学生卒業までの医療費
の窓口全面無料化を推進していくべき。

◇竹の活用について

環境破壊につながらないよう、竹林の所有者に対

し管理上の適切なアドバイスを検討

されるとともに、バイオマスとして各

地で研究されている事例について、
積極的に情報を収集し、事業者

に対し提供されたい。

◇学校再編について

これからの少子化に対応した新たな学校教育の方向

を示し、課題の解決に向けた取り組みとして、市独自

の再編に関するビジョンの策定や、児童･生徒にとっ

て最適な教育環境とは何かを明確にし、教育委員会

委員と教育委員会事務局が地

域住民と-緒に小中 . 一言瀬 -

　　　　
討されたい。

〕
‘
¥じ露講 義講義群摯ぞ球濯

げどもむ富礎弱 輩群舞!薄謝･中背 せい
‘ゼギギ

鰹謎晝議為呂麗g窟がノ翼》ミ

◇空き家対策とついては裔づくり、景観の観点から)

放置された空き家については、防災、防犯上の妨げ

となるうえ、景観上も好ましくないので、｢空き家等

の適正管理に関する条例｣を制定した上で、空き家

の実態調査をされ、今後の施策の方向性を部局横

断的に検討されたい。また、空き家情報バンクにつ

いても検討され、県内で統一

的に行う‘との働きかけも “
鱗榊 讓讓鹸,

検討されたいo e 栂顱 # 衰入

◇水道事業の民間甕謡について

経営計画では平成25年度には55 %増の料金改定を

実施し、市民に負担を求めることとなるため、取水浄

水施設に関する業務を委託することなど更なる経費

の削減に取り組まれたい。また、熟練職員が退職を迎

える中、人材育成を含め、管理･ ･ ｣
　　　
　　　　　　　
　　　　　 　

監督体制を整備され、｢命の

水｣であることに鑑み、市と民 　　　 　

嚢廳轢き、癩

費鉾 全ての福祉医療費助成を含めて慎重に検討する必要
がある。
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◇予算関係資料･予算説明について
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桑名市議会からのお知らせ

12月定例会の開催日程は、12

月2日園に市長選挙及び市議補

遺が執行予定のため、未定です。

日程は決定次第、市議会のホーム

ページでお知らせします。

なに

竇騨轤薹鬮鬮鬮鬮
本会議や各常任委員会、特別委
員会などの会議は傍聴できま試。
日程は市議会のホ…ムベージに

轢擁護麗撮離籍

　　　　　　
ください。

より多くの方に本会議をご覧い
ただくために、インターネット録画
中継を実施していま首。
傍聴に来ることができない方で
も、インターネットにより本会議(代
表質疑･議案質疑･…般質範盤鰹総“
問)の様子を録画中継で ?

,-
-

見ることができますの 最需皹卿
で、ぜひご覧くたさい。 壤淺総滋ヲ

本会議の議案質疑･一般質問をケーブルテレビで生放送しま曹。ぜひご覧ください。

i 桑名地区 i 地上デジタル 12 1c h
" 多度地区 f地上デジタル122ch (サブチャンネル〕 !午前10時から 対 さ
i 長島地区 !地上デジタル12 3 c h (サブチャンネル) 昶
※サブチャンネルでご覧いただくには、リモコンの数字ボタン⑫を押し、
チャンネル(選局)ボタンの上方向を1回または2回押して下さい。
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7日 総務政策委員会、福祉安全委員会、
建設水道委員会

- 8日、9日 議会運営委員会視察(静岡県富士市、藤枝市)
I 10日 広報広聴委員会、北勢5議会合同研修会
- 19日 子ども議会
l 2o日 教育経済委員会

l 2 旧 建設水道委員会
-
2 2日 全員協議会

2 7日 全員協議会、新病院の整備等に関する
特別委員会視察(三重大学病院)

28日 桑名･員弁広域連合議会、
桑名広域清掃事業組合議会

　 　　 　 　　 　
　- 19日 子ども議会

l 2o日 教育経済委員会 ト
l 2 1日 建設水道委員会 -

2 9日 総務政策委員会、各派代表者会議、
議会運営委員会

市
野
委
員
長
が
都
合
に
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り
、
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を
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任
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。ま

た
、渡
邊
清
司
が
広
報
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会
に
加
入
し
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長
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月
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薫露
　　　　　　　　　　　　　

文 公 惠 満 善 明 紀 重 清
一 平 - 美 隆 子 子 之 司

3日 教育経済委員会協議会･委員会

4日 決算運営委員会

5日 9月定例会(開会10月2日)

6日 広報広聴委員会

25日 議会報告会班長会議

　 　　邁 3日 議員提出議案意見書を県知事へ提出 ,

17日 広報広聴委員会

18日 各派代表者会議、議会報告会班長会議、

謎報告会糊u会議、磁設水道委員云協議会委員会

話9日 常任委員長会議、各委員会政策提言

2 2日 第66回北勢5市議会懇話会

2 4 日 東海市議会議長会理事会

25日 議会改革検討会

2 6日 広報広聴委員会、議会報告会

29日 新病院の整備等に関する特別委員会、

全国高速自動車道市議会協議会理事会

皆様のご意見をお寄せください

市議会や市議会だよりに対するご意見、ご要望等
がございましたら、議会事務局までお寄せください。

10月3日、伊藤徳字が議員辞職し、

会派｢蕾議会｣の解散届が提出されまし

た。この結果、｢讃誠会｣所属の辻内格

也は無会派となりました。

｣ ※定例
議会申館定例議会‘諺 髭会議は省略していますぎコ


